
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

戦争と銃後の生活 

応 召 軍 人 名 簿  附 入 営 兵  
        豊 川 村 役 場  

昭 和 1 2 年 7 月 7 日 に 発 生 し た

盧 溝 橋 事 件 を き っ か け に 、 日 中

戦 争 に 発 展 し た こ と を 受 け て 、

兵 役 法 の も と 大 規 模 な 召 集 が 始

ま っ た 。  
  昭和 12年 7月以降  中仙町役場文書 

日 中 戦 争 へ 出 征 する前 の 村 の 壮 行 会  
                  払田池田家所蔵 

出 征 前 の 池 田 泰 蔵氏  
       払田池田家所蔵 

池 田 家 門 前 で の 記念撮 影  
          払田池田家所蔵 



必 勝 貯 蓄 ヲ 必 要 トスル 一 例 図 解  
国 民 が 貯 蓄 す る こ と に よ っ て 、 政 府 が 発 行

す る 国 債 を 日 本 銀 行 が 現 金 化 し 、 そ こ で 得

た 現 金 に よ っ て 軍 需 品 等 が 購 入 さ れ 、 購 入  

代 金 が 国 民 へ 支 払 わ れ る と い う 循 環 を 図 解 化 し て い る 。      （ 昭 和 ）  平瀬家資料 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大 日 本 婦 人 会 綱 領  （昭和） 

国 民 精 神 総 動 員 書類（ 昭 和 1 2 年 ）  
国 民 精 神 総 動 員 貯 蓄 奨 励 運 動 に つ い て の 通 知 が 綴

ら れ て い る 。 町 内 会 や 部 落 会 に お い て 貯 蓄 運 動 を

実 施 す る よ う 促 し て い る 。 こ の 結 果 、 大 日 本 婦 人

会 で も 貯 蓄 運 動 が 行 わ れ た 。     大沢郷村役場文書 

必 勝 国 民 貯 蓄 組 合ノ結 成 ト 運 営  
（昭和） 平瀬家資料 



必 勝 国 民 貯 蓄 組 合台帳  
国 民 精 神 総 動 員 貯 蓄 奨 励 運

動 を う け て 、 各 地 の 大 日 本

婦 人 会 で は 郵 便 局 や 銀 行 等

の 金 融 機 関 へ の 貯 蓄 を 奨 励

す る た め に 、 預 貯 金 額 や 国

債 購 入 額 等 を 管 理 す る 台 帳

を 発 行 し た 。  

（ 昭 和 ）  平瀬家資料 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大 日 本 婦 人 会 の 歌  
大 日 本 婦 人 会 選 定 の 大 日 本 婦 人

会 の 歌 の 歌 詞 と 楽 譜 。  
 （昭和） 平瀬家資料 

班 及 び 組 の つ く り方と 其 の 働 き 方  

大 日 本 婦 人 会 秋 田県支 部  
大 日 本 婦 人 会 の 市 区 町 村 支 部 が 実

践 活 動 を 行 う に あ た っ て 、 支 部 だ

け で は 区 域 内 の 全 会 員 を ま と め る

こ と が 難 し い た め 、 町 内 会 ・ 部 落

会 の 単 位 で 班 を 設 け た 。 ま た 、 班

の 下 部 に 組 織 が 必 要 な 場 合 に は 、

隣 組 の 単 位 で 組 を 設 け て も よ か っ

た 。  
    昭 和 1 7 年 1 1 月  平瀬家資料 

必 勝 国 民 貯 蓄 組 合指導 実 施 事 項  
（ 大 日 本 婦 人 会 秋 田 県 支 部 ）  

 昭和 18年 平瀬家資料 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第 八 回 指 導 者 錬 成講習 会 要 項  
大 日 本 婦 人 会 で は 国 防 体 制 強 化 の

た め 、 女 性 た ち の 団 体 訓 練 を 行 っ

て い た 。 秋 田 県 支 部 （ 仙 北 郡 ） で

は １ 泊 ２ 日 で 行 わ れ 、 ６ 本 の 講

演 ・ 指 導 と 清 掃 や 護 国 神 社 参 拝 な

ど の 鍛 錬 日 程 が 組 ま れ て い る 。  
    昭 和 1 8 年 1 月  平瀬家資料 

第 八 回 指 導 者 錬 成講習 会 出 席 者  

名 簿  
要 項 に は 仙 北 郡 と あ る が 、 仙 北 郡

の う ち 現 在 の 仙 北 市 、 美 郷 町 の 一

部 と 、 大 仙 市 の う ち 東 側 の 太 田 ・

仙 北 ・ 中 仙 ・ 大 曲 の 一 部 の 女 性 た

ち が 参 加 し た 。  
    昭 和 1 8 年 1 月  平瀬家資料 

大 日 本 婦 人 会 長 野町支 部 規 程  
大 日 本 婦 人 会 の 長 野 町 支 部 事

務 局 は 長 野 町 役 場 内 に 置 か

れ 、 実 施 事 業 と し て 銃 後 の 女

性 の 役 割 を 担 う た め の 修 練 や

家 庭 教 育 ・ 国 防 訓 練 な ど ９ つ

の 事 項 が 掲 げ ら れ た 。 ま た 、

班 と 組 の 組 織 に つ い て も 定 め

ら れ て い る 。  
       昭 和  平瀬家資料 

長 野 町 婦 人 常 会 協議事 項  
長 野 町 婦 人 会 で は 、 貯 蓄 総 力 発

揮 期 間 を 設 け 、 決 戦 生 活 の 徹 底

や 手 持 ち 現 金 総 貯 金 化 な ど を 掲

げ て 長 野 支 部 で ５ 千 ５ 百 円 の 貯

蓄 を 目 指 し た 。 そ の ほ か 軍 需 縄

製 作 に 人 員 が 動 員 さ れ て い る 。  
  昭 和 1 9 年 2 月 1 8 日  平瀬家資料 



欲 し が り ま せ ん  勝つまでは  
大 政 翼 賛 会 と 大 日 本 婦 人 会 が 発 行 し た 、 銃 後 の 食 生 活 に つ

い て 書 か れ た チ ラ シ 。 玄 米 の 炊 き 方 ・ 食 べ 方 が 紹 介 さ れ て

い る 。                （ 昭 和 ）  平瀬家資料 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

報 国 農 場 川 口 青 年団（ 個 人 所 蔵 ）  
             太田町史編さん資料 

大 日 本 国 防 婦 人 会（個 人 所 蔵 ）  
            太田町史編さん資料 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

アジア太平洋戦争 
 

昭和 6（1931）年の満州事変を発端として日本が満州国を建

国し、中国への侵略を目的とした日中戦争へ発展しました。こ

れを契機に昭和 13（1938）年に「国家総動員法」を制定し戦

時体制を強化すると、アジア地域を西欧諸国の植民地支配から

解放し、アジアの独立と日本を中心とする新たな支配秩序構築

を目指して、日本は「大東亜共栄圏」の名のもとアジア侵略を

開始しました。 

昭和 16（1941）年 12月 8日、日本軍がハワイ真珠湾を攻撃

し、太平洋戦争へ突入します。日本軍はアッツ島、サイパン

島、硫黄島で玉砕、アメリカ軍による国内への爆撃から沖縄戦

へ展開、そして広島・長崎への原子爆弾の投下を機に日本は降

伏し、昭和 20（1945）年 8月 15日に終戦の日を迎えました。 

秋田県内では、終戦間際の 8月 14日夜から 15日未明にかけ

て、土崎精油所を標的とした土崎空襲があり、死者 250人以上

を出しています。 

情 報 局 編 輯  週 報  
昭 和 1 6 年 1 2 月 ８ 日 に は じ ま っ た ハ ワ イ 真 珠 湾 攻 撃 の 戦 果 が 2 4 日 に は 掲 載

さ れ 、 ア メ リ カ 太 平 洋 艦 隊 と ハ ワ イ 方 面 航 空 兵 力 を 全 滅 さ せ た と 報 告 さ れ

て い る 。 し か し 、 実 際 に は 一 時 的 に 戦 力 を 喪 失 せ し め た も の の 、 追 撃 が な

か っ た た め 、 結 果 、 大 き な 打 撃 と は な ら な か っ た 。 こ こ か ら 日 本 は ア ジ ア

太 平 洋 戦 争 へ と 突 入 し て い く こ と に な る 。  
昭 和 1 6 年 1 2 月 2 4 日 号   渡 部 分 水 家 資 料  



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平 瀬 真 一 氏 （ 写 真右）  
終 戦 後 シ ベ リ ア 抑 留 と な り 、 そ こ で

亡 く な っ て い る 。  
                          平瀬家資料 

寄 せ 書 の 日 の 丸 （平瀬 君 宛 ）  
出 征 の 際 に 贈 ら れ た 友 人 な ど か ら の 激 励

の 寄 せ 書 。  
昭 和  平瀬家資料 

葉 書 （ 後 藤 博 か ら平瀬 真 一 宛 ）  
藤 木 村 の 後 藤 か ら 兵 科 歩 兵 に 決 定 し

た こ と を 報 告 す る 葉 書 。  
    昭 和 1 7 年 9 月 2 6 日  平瀬家資料 

葉 書 （ 後 藤 博 か ら平瀬 せ つ 子 宛 ）  
満 州 に 出 征 し た 後 藤 博 か ら の 返 事 。

い る 場 所 が 特 定 さ れ な い よ う 、 検 閲

に よ り 黒 塗 り さ れ た 部 分 が 見 え る 。

駐 屯 地 に 映 画 館 が あ り 、 「 阿 片 戦

争 」 を 観 た こ と が 書 か れ て い る 。  

         （ 昭 和 ）  平瀬家資料 

戦 地 か ら の 手 紙 （髙橋 菊 次 郎 か ら 平 瀬せつ 子 宛 ）  
満 州 第 2 0 7 部 隊 宮 沢 隊 に 所 属 し て い た 髙 橋 か ら 平 瀬 せ

つ 子 に 送 ら れ た 手 紙 。 同 時 期 に 満 州 に 出 征 し た 平 瀬 真

一 の 様 子 な ど も 伝 え て い る 。 満 州 の 暑 さ や 野 戦 娯 楽 会

開 催 の こ と な ど 、 平 常 の 様 子 が 伝 え ら れ て い る 。 満 州

事 変 後 、 ソ 連 侵 攻 ま で は 大 き な 戦 闘 は な い 。  

                      （ 昭 和 ）  平瀬家資料 



壮 丁 連 名 簿  長野町役場  
壮 丁 名 簿 と は 、 市 町 村 長 が 毎 年

１ 月 １ 日 現 在 の 徴 兵 適 齢 人 口 に

つ い て 作 成 す る 名 簿 の こ と 。 そ

の 名 簿 を 元 に 、 徴 兵 の た め の 情

報 が 記 録 さ れ た 。  

       (昭 和 )  中仙町役場文書 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

書 簡 （ 高 屋 悦 雄 から平瀬 真 一 宛 ）  
文 中 に 「 皆 様 か ら 頂 い た 寄 せ 書 の 日 の 丸 を 建 て 新 し い 年 を 迎 え 」

（ 赤 い 矢 印 ） と あ り 、 前 ペ ー ジ 掲 載 の 日 の 丸 と 同 じ よ う な 寄 せ 書 を

持 っ て い た こ と が わ か る 。  

                     （ 昭 和 ） 1 月 1 0 日  平瀬家資料 

軍 事 郵 便 （ 検 閲 ）  2 通  
高 屋 悦 雄 か ら 平 瀬 キ ミ 宛 の 葉 書 。 戦 地 の 様 子 や 、 満 州 に 出 征 中 の キ

ミ の 息 子 の 真 一 に つ い て も 触 れ て い る 。 戦 地 の 場 所 や 日 時 な ど の 軍

事 機 密 は 検 閲 に よ り 黒 塗 り さ れ て い る 。  

                       （ 昭 和 ）  平瀬家資料 



迎 春 花 日 記  
出 征 し た 昭 和 1 5 年 か ら マ ラ リ

ア に 罹 患 し て 療 養 の た め 帰 国 し

た 昭 和 1 8 年 頃 ま で を 回 顧 録 と

し て 日 記 に し た も の 。 満 州 か ら

フ ィ リ ピ ン 方 面 へ 転 戦 し た 行 程

や 、 現 地 の 人 び と の 様 子 な ど も

記 述 し て い る 。  
    昭 和 1 8 年  佐藤徳三郎資料 

防 空 施 設 関 係 書 類  角 間 川 町 役 場  
防 空 に 関 す る 通 知 や 空 襲 に 備 え た 製

品 の 紹 介 な ど の 書 類 を 綴 っ た も の 。

「 愛 国 防 空 カ バ ー 」 と い う 名 称 で 、

電 灯 に 取 り 付 け る カ バ ー が 規 格 品 と

し て 製 品 化 さ れ て い た 。  
   昭 和 1 7 年 1 月 以 降  教育研究所資料 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

秋 田 県 経 済 部 長 通知  
物 品 の 製 造 や 配 給 、 経 済 統 制 違 反 自 粛 制 裁 に つ い て な ど 、 戦 時 下 で

の 経 済 的 な 規 制 に つ い て 、 各 種 組 合 等 に 宛 て て 通 知 し た も の 。  
                       昭 和 1 7 年 4 月 1 2 日  平瀬家資料 



疎 開 転 入 者 ニ 関 スル書 類 綴  
疎 開 受 入 れ に 関 す る 書 類 。 無 縁 故 疎

開 集 団 家 族 の 調 査 表 に は 、 受 け 入 れ

た 町 名 、 世 帯 主 、 前 住 所 、 人 員 等 が

書 か れ て お り 、 寺 院 が 受 入 れ 場 所 だ

っ た こ と が わ か る 。  
  昭 和 1 9 年 3 月 以 降  角間川町役場文書 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

戦 死 者 の 葬 儀 （ 個人所 蔵 ）  
                  太田町史編さん資料 

父 を 送 る （ 個 人 所蔵）  
                  太田町史編さん資料 


